
 
 
 
 
 

 

 
 
   

 

 

 
   

 
   

   

 
   

   

         

 
   

   

 
 

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 
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１．平成25年７月期の連結業績（平成24年８月１日～平成25年７月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年７月期 6,765 9.2 1,141 0.9 1,111 △2.2 623 102.6
24年７月期 6,196 20.2 1,131 41.1 1,135 40.8 307 △27.1

(注) 包括利益 25年７月期 604百万円( 197.5％) 24年７月期 203百万円(△52.7％)

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
当期純利益

自己資本 
当期純利益率

総資産 
経常利益率

売上高 
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年７月期 31.63 30.80 14.1 14.4 16.9
24年７月期 14.76 ― 7.3 14.3 18.3

(参考) 持分法投資損益 25年７月期 ―百万円 24年７月期 ―百万円

 当社は、平成25年７月１日付で、１株を200株とする株式分割を行っております。１株当たり当期純利益は、前連結会計年
度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定をしております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1 株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

25年７月期 7,455 4,710 60.7 233.66
24年７月期 7,999 4,474 53.6 205.91

(参考) 自己資本 25年７月期 4,525百万円 24年７月期 4,290百万円

 当社は、平成25年７月１日付で、１株を200株とする株式分割を行っております。１株当たり純資産は、前連結会計年度の
期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定をしております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による 

キャッシュ・フロー
投資活動による 

キャッシュ・フロー
財務活動による 

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物 

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

25年７月期 △215 △528 △351 931
24年７月期 448 △66 △158 2,027

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額 
(合計)

配当性向 
(連結)

純資産 
配当率 
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年７月期 ― 600.00 ― 600.00 1,200.00 125 40.7 3.0
25年７月期 ― 800.00 ― 5.00 ― 171 28.5 4.1

26年７月期(予想) ― 4.00 ― 4.00 8.00 ―

（注）25年７月期期末配当の内訳 普通配当 4円00銭 市場変更記念配当 1円00銭

 当社は、平成25年７月１日付で、１株を200株とする株式分割を行っております。平成25年７月期の第２四半期以前につい
ては当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

３．平成26年７月期の連結業績予想（平成25年８月１日～平成26年７月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,037 △9.8 352 △40.2 354 △40.2 181 △52.6 9.20
通 期 7,349 8.6 1,266 11.0 1,271 14.5 711 14.1 36.11



  

 
      

      

   

   

 

   

   

   

（２）個別財政状態 

 
   

      

    
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 

   

   

 

   

 

※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

  新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年７月期 21,548,000株 24年７月期 21,548,000株

② 期末自己株式数 25年７月期 2,180,200株 24年７月期 709,800株

③ 期中平均株式数 25年７月期 19,700,973株 24年７月期 20,838,200株

 当社は、平成25年７月１日付で、１株を200株とする株式分割を行っております。発行済株式数は、前連結会計年度の期首
に当該株式分割が行われたと仮定して算定をしております。

(参考) 個別業績の概要
１．平成25年７月期の個別業績（平成24年８月１日～平成25年７月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年７月期 1,474 16.2 737 29.9 710 23.8 651 142.4
24年７月期 1,268 1.3 567 △1.1 573 △0.8 268 △44.0

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

25年７月期 33.07 32.20
24年７月期 12.90 ―

 当社は、平成25年７月１日付で、１株を200株とする株式分割を行っております。１株当たり当期純利益は、前会計年度の
期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定をしております。

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

25年７月期 4,757 4,683 97.7 240.11
24年７月期 4,705 4,408 93.2 210.54

(参考) 自己資本 25年７月期 4,650百万円 24年７月期 4,387百万円

 当社は、平成25年７月１日付で、１株を200株とする株式分割を行っております。１株当たり純資産は、前会計年度の期首
に当該株式分割が行われたと仮定して算定をしております。

２．平成26年７月期の個別業績予想（平成25年８月１日～平成26年７月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 725 △24.7 276 △53.6 283 △52.8 250 △56.9 12.73
通 期 1,250 △15.2 395 △46.3 411 △42.1 327 △49.7 16.63

※ 監査手続の実施状況に関する表示
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す
る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる
条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「経営成績に関する分析」をご覧くだ
さい。 
 当社は、平成25年９月19日に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。その模様及び説明内容
については、当日使用する決算説明資料とともに、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興関連需要の高まりや株高・円安基

調、金融緩和や緊急経済対策等のアベノミクスへの期待感を背景に、緩やかな回復傾向を示しておりま

す。しかしながら、欧州財政不安や中国・韓国との政治的な対立等、依然不透明な状況も見られ、これ

らは、わが国経済を下押しするリスク要因となっております。 

 また、医薬品業界におきましては、新薬創出の困難な状況や、承認の厳格化、後発医薬品使用促進等

の医療費抑制政策により、製薬各社の経営を取り巻く環境は厳しい状況にあり、同様に医療機関の経営

環境も改善が見られる状況にありません。 

 このような環境のなか、ＳＭＯ（治験施設支援機関）業界におきましては、治験依頼者である製薬会

社から、がんや中枢神経系等の難治性疾患領域の新薬開発へのシフトに対応して、迅速かつ高品質なサ

ービスを提供する大手ＳＭＯへ受注が集中する傾向が強まっております。また、近年拡大成長が見られ

る臨床研究分野、製造販売後調査（ＰＭＳ）領域におきましては、業界各社が収益を確保できるビジネ

スモデル確立のために、様々な取組みを行っている状況です。 

 当社グループは、このような状況に対応するため、平成24年９月に改定した中期経営計画“SOGO New

Success Plan 2015”に沿って、様々な施策を実施して参りました。 

 主要事業であるＳＭＯ事業におきましては、営業組織再編による受注体制の効率化、提携先との協力

体制構築による受注体制の強化、品質保証体制の強化による付加価値の高いサービスの提供体制の充

実、採用チャネルの多様化による優秀な人材の確保等に継続して取り組みました。また、既存の提携関

係を見直すとともに、新たな協業先との提携にも取り組んで参りました。 

 臨床研究分野、製造販売後調査（ＰＭＳ）を中心としたＣＲＯ（医薬品開発業務受託機関）事業にお

きましては、平成24年４月に株式会社綜合臨床メデフィを設立し、同社の人員体制や事業基盤の充実を

図るとともに、積極的な営業展開により受注獲得に努めて参りました。 

 当連結会計年度におきましては、ＳＭＯ事業において受注で伸び悩んだものの、既存案件の順調な進

捗やＣＲＯ事業における売上拡大等により、前期を上回る売上高、営業利益となりました。一方、東京

証券取引所市場第一部への市場変更関連費用を営業外費用に計上したことにより、経常利益は前期を下

回る結果となりました。しかしながら、前期に計上した医療機関支援関連損失の一部負担解消と戻入れ

が発生した結果、当期純利益は前期を大幅に上回りました。 

 この結果、当連結会計年度の売上高は6,765百万円（前期比9.2％増）、営業利益1,141百万円（前期

比0.9％増）、経常利益1,111百万円（前期比2.2％減）、当期純利益623百万円（前期比102.6％増）と

なりました。 

  

①資産、負債及び純資産の状況 

 当連結会計年度末における総資産は7,455百万円となり、前連結会計年度末と比較して544百万円減少

いたしました。主な資産の変動は、「受取手形及び売掛金」が749百万円、「投資有価証券」が492百万

円増加したものの、「現金及び預金」が1,095百万円、「仕掛品」が508百万円、「繰延税金資産」が

123百万円、「のれん」が101百万円減少したことによるものです。 

 当連結会計年度末における負債は2,744百万円となり、前連結会計年度末と比較して780百万円減少い

たしました。主な負債の変動は、「短期借入金」が50百万円、「受注損失引当金」が53百万円増加した

１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

（２）財政状態に関する分析
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ものの、「前受金」が508百万円、「債務保証損失引当金」が316百万円、「その他流動負債」が59百万

円減少したことによるものです。 

 当連結会計年度末における純資産は4,710百万円となり、前連結会計年度末と比較して236百万円増加

いたしました。主な純資産の変動は、「自己株式」の取得及び処分等により602百万円減少したもの

の、「資本剰余金」が359百万円、「利益剰余金」が485百万円増加したことによるものです。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、資金という。）は、前連結会計年度末に比べ

1,095百万円減の931百万円となりました。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、215百万円の支出（前連結会計年度 448百万円の収入）とな

りました。これは資金増加要因として税金等調整前当期純利益1,193百万円、減価償却費等の非資金項

目261百万円、たな卸資産の減少額510百万円があったものの、資金減少要因として売上債権の増加額

749百万円、前受金の減少額508百万円、医療機関支援関連損失の支払額289百万円、法人税等の支払額

539百万円があったことが主な要因であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、528百万円の支出（前連結会計年度 66百万円の支出）とな

りました。これは資金減少要因として、無形固定資産の取得による支出額33百万円、投資有価証券の取

得による支出額509百万円があったことが主な要因であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、351百万円の支出（前連結会計年度 158百万円の支出）とな

りました。これは資金増加要因として自己株式の処分による収入額572百万円があったものの、資金減

少要因として自己株式の取得による支出額837百万円、配当金の支払額137百万円があったことが主な要

因であります。 

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
（注）１ 各指標は以下の計算式により算出しております。 

     自己資本比率：自己資本／総資産 

     時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

     キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

     インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

   ２ いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

   ３ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式を除く)により算出しております。 

   ４ 営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・フロ 

     ー」を使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っ 

     ている全ての負債を対象としております。利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の「利息の支払 

     額」を使用しております。 

平成21年７月期 平成22年７月期 平成23年７月期 平成24年７月期 平成25年７月期

自己資本比率 (％) 47.0 50.7 52.1 53.6 60.7

時価ベースの自己資本比率
(％)

53.5 56.7 52.1 60.5 180.8

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率 (％)

80.1 136.5 602.3 22.3 ―

インタレスト・カバレッジ・
レシオ (倍)

72.4 39.5 15.1 405.5 ―
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   ５ 平成25年７月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオにつ 

     いては、営業キャッシュ・フローがマイナスであるため記載しておりません。 

  

当社は、事業を取り巻く環境の変化や業界再編などの今後予想される事態に、適切な対応を図り、事

業拡大を継続させることができるよう財政基盤の強化を図るとともに、株主の皆様に対しては、業績に

応じて適正に配当することが重要であると考えております。 

 当期の配当につきましては、第２四半期末配当として１株当たり800円を実施いたしました。期末配

当につきましては、普通配当４円に東京証券取引所市場第一部への市場変更記念配当１円を加えた、１

株当たり５円を予定しております。 

 なお、第２四半期末配当につきまして、本年７月に行いました株式分割を考慮しますと、１株当たり

４円となり、予定している期末配当を合わせると、当期の１株当たり年間配当は９円となります。 

 また、平成26年７月期につきましては、１株当たり第２四半期末配当として４円、期末配当として４

円を予定しており、年間配当は８円となる予定です。 

  

 当社グループの経営成績及び財政状態に重要な影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下のようなも

のがあり、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項と考えております。 

 なお、以下の記載のうち将来に関する事項は、ここに掲げられている項目に限定されるものではあり

ません。 

  

①治験のグローバル化によるリスク 

 世界の主要製薬会社による新薬の開発に向けた競争の激化を背景に、特にアジアを中心とした海外諸

国で治験を進める動きが顕著になってきております。今後、治験のグローバル化が当社の予想を超える

スピードで進展し、その変化に対応するための有効な手段を講じることができなかった場合、ビジネス

機会喪失により競争力を損なうことが懸念されます。その場合、当社グループの将来の財政状態及び経

営成績に影響を与える可能性があります。 

  

②法的規制のリスク 

 当社グループは、薬事法及び厚生労働省令等に準拠し業務を遂行しております。これら関連法令に対

する遵法性に関しては管理を徹底しておりますが、仮に法令の遵守状況に問題があるケースが生じた場

合、医療機関及び製薬会社からの信頼が損なわれ、当社グループの財政状態及び経営成績に深刻な影響

を与える可能性があります。 

  

③情報セキュリティリスク 

 当社グループでは、業務遂行上、新薬の開発情報、医療機関の情報及び被験者の個人情報など高度な

機密情報を取り扱います。 

 当社グループは、情報セキュリティマネジメントシステム規格ＩＳＭＳ適合性評価制度の認証を取得

しており、保有する情報資産についてのセキュリティ管理体制につき継続的な改善を図っております。

 但し、何らかの理由で情報の流出が生じた場合には、当社グループの社会的信用が失墜し、将来の財

政状態及び経営成績に影響を与える可能性があります。 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

（４）事業等のリスク
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④カットオフによるリスク 

 治験は、その実施期間が長期に亘り、１年以上の期間を要するものが多数を占めております。契約金

額の大部分は、契約症例数に依存して決定されますが、実施症例数を予定通り確保できず、契約症例数

に満たない場合、売上高として計上される金額が契約金額を下回る場合があります。当社グループで

は、これを「カットオフ」と呼んでおりますが、多額のカットオフが生じた場合、当社グループの将来

の財政状態及び経営成績に影響を与える可能性があります。 

  

⑤提携医療機関の経営状況悪化によるリスク 

 当社グループは、医療機関との提携契約締結にあたっては、諸条件を勘案した上で決定し、その後も

慎重にリスク管理を行っておりますが、仮に治験実施中の提携医療機関の経営状況が悪化し、治験の継

続が困難になった場合、当社の信用が失墜し、今後の事業成長に影響を及ぼす可能性があります。 

  

⑥事業成長が人材確保・育成に制約されるリスク 

 当社グループは、薬剤師、看護師、臨床検査技師等の有資格者を中心に社員の採用を行なっており、

医学・薬学等の専門的知識を有する人材の確保・育成に努めております。 

 こうした人材の確保や教育研修を通じた育成が順調に進まない場合、当社グループの経営成績及び財

政状態、並びに当社グループの今後の事業成長に影響を及ぼす可能性があります。 

  

⑦自然災害等に関するリスク 

 当社グループは、地震などの自然災害の発生やインフルエンザなどの流行に対して、事業継続計画

書、災害対策マニュアル等を整備し、万全の対応がとれるように準備しておりますが、これらの災害の

発生により、当社グループが想定した以上の人的・物的被害を受け、業務停止及び遅延が生じた場合、

当社グループの経営成績に重要な影響を及ぼす可能性があります。 
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 当連結会計年度末の当社グループは、当社（株式会社綜合臨床ホールディングス）と子会社３社（株式

会社綜合臨床サイエンス、株式会社あすも臨床薬理研究所、株式会社綜合臨床メデフィ）により構成され

ております。 

  

 当社グループの事業に係る位置付け及び事業の種類別セグメントとの関連は次のとおりであります。 

 
（注）前連結会計年度において持分法非適用関連会社であった株式会社アスモット及び株式会社東京

健康管理センターについては、保有する株式全てを、平成25年７月に譲渡したことから、関連

会社ではなくなりました。 

２．企業集団の状況

区分 会社名 事業内容 概要

ＳＭＯ事業

株式会社綜合臨床サイエンス
ＣＲＣ業務、ＩＲＢ事務局業
務、治験事務局業務及び臨床
試験に関する一切の業務

連結子会社

株式会社あすも臨床薬理研究所
ＣＲＣ業務、ＩＲＢ事務局業
務、治験事務局業務及び臨床
試験に関する一切の業務

連結子会社

その他の事業

株式会社綜合臨床メデフィ ＣＲＯ事業 連結子会社

株式会社綜合臨床サイエンス 心理評価業務 連結子会社
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当社グループは、平成元年の創業以来、ＳＭＯ業界のリーディングカンパニーとして、全国で治験を

実施する医療現場の支援を通じて発展してまいりましたが、平成23年３月に、長期経営ビジョンを策定

し、今後は、ＳＭＯ事業をコアとしながらも、これと関連する周辺事業、新規事業を立ち上げ、複数の

コア事業から構成される「綜合医療サービス支援企業」へと発展することを目指しております。 

 「綜合医療サービス支援企業」への発展を目指すにあたり、「高い倫理性と責任のもと、医療現場の

支援を通じて、医療の発展に貢献します。」という企業理念を掲げ、また、上記の長期経営ビジョンを

実現するために、当社グループの目指すべき組織としてのあり方、方向性を示した企業指針を、以下の

とおり制定しております。 

  

 
 

 こうした企業理念及び企業指針に基づいて行動し、社会における存在意義を高めるとともに、株主を

はじめとするステークホルダーの皆様すべての期待にお応えすることが、当社グループの経営の基本方

針であります。 

  

平成27（2015）年７月を最終年度とする中期経営計画“SOGO New Success Plan 2015”（平成23年３

月策定、平成24年９月改定）に沿って計数目標を設定しておりましたが、当連結会計年度の業績や当社

グループを取り巻く経営環境の変化等を考慮し、今般再度改定を行いました。 

 この改定による平成27年７月期における計数目標は以下のとおりであります。 

 
  

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

Satisfaction 当社グループの事業に関係するすべての皆様の「満足」を高めるために、継続的
な努力を怠らない組織を目指します。

Opportunities
医療現場に密着し、現場のニーズを的確に把握することを通じて、新たなビジネ
スの「機会」を確実にとらえる組織を目指します。

Growth 新たなチャレンジを繰り返し、企業の「成長」とともに、そこで働く社員の人間
的な「成長」が実現できる組織を目指します。

Only One
他社が提供することのできないユニークで高品質なサービスを提供する「オンリ
ー・ワン企業」を目指します。

（２）目標とする経営指標

平成25年７月期（実績） 平成27年７月期（目標）

連結売上高 6,765百万円

 8,500百万円 

・ＳＭＯ事業  7,200百万円 

・ＣＲＯ事業  1,100百万円 

・新規事業    200百万円

連結営業利益 1,141百万円 1,350百万円

連結純利益 623百万円 750百万円

ＲＯＥ（株主資本利益率） 14.1％ 14.4％
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 当社グループは、長期経営ビジョンに基づき、平成27年７月期までに、ＳＭＯ事業をコアとしながら

も、これと関連する周辺事業、新規事業を立ち上げ、将来への発展のための基礎固めを行う計画です。

 また、平成32年頃までには、複数のコア事業から構成される「綜合医療サービス支援企業」へと発展

を遂げ、医療機関の力強いパートナーとして事業を展開する計画です。 

 これらのビジョンに沿って、平成23年３月に中期経営計画“SOGO New Success Plan 2015”を策定い

たしましたが、今般、再度計画の改定を行い、平成27年７月期までに実現すべき６つの経営目標を設定

しております。 

  

①連結売上高100億円の早期実現のための体制強化 

②ＳＭＯ業界におけるリーディングカンパニーとして業界の発展を先導 

③グループ内企業の緊密な連携による臨床研究支援事業の収益源化（新たなビジネスモデルの構築）

④既存事業との関連性やシナジーを重視した新規事業の立ち上げ（Ｍ＆Ａを含む） 

⑤優秀な人材の確保、女性が活躍する組織としての発展 

⑥ＩＴを活用した事業の革新、新規事業の創出 

  

これらの経営目標を達成するため、以下のとおり、事業成長・拡大のためのメイン戦略とこれを支え

るサブ戦略を策定し、具体的な施策を遂行して参ります。 

  

①メイン戦略：事業成長・拡大戦略 

ａ）ＳＭＯ事業の拡大 

 国の政策や製薬会社の開発動向を見据えながら、生活習慣病を中心とする当社グループが従来より得

意とする領域のみならず、がんや中枢神経系等の難治性疾患領域の治験、あるいは国際共同治験にも対

応できる体制の強化を図り、寡占化が進む市場における大手の一角として受注拡大を目指します。具体

的には、営業体制の再編、地域性や専門性を重視した提携医療機関の戦略的な開拓、教育研修の充実、

業務品質の向上等に取り組み、効率的で付加価値の高いサービスの提供により、業界トップを目指して

参ります。 

  

ｂ）ＣＲＯ事業（大規模臨床研究・製造販売後調査）の収益源化 

 近年拡大成長が見られる臨床研究、医師主導型治験及び製造販売後調査を対象とするＣＲＯ事業を、

当社グループにおけるコア事業の一つとして早期に成長させるべく取り組んで参ります。臨床研究の支

援については、業界各社がその事業化に取り組んでいる現状ですが、当社グループでは、各セクション

にスペシャリストを配置し、研究水準に適合した試験デザインの提案、その実施、論文作成、試験全体

のコーディネート等、臨床研究のプロセス全体に対して付加価値の高い支援サービスが提供できる体制

を整えることによって差別化を図り、臨床研究支援のリーディングカンパニーとなることを目指して参

ります。これを実現するために、当社グループのＳＭＯ企業とも緊密に連携し、従来にない新たなビジ

ネスモデルを構築することで、効率的な支援サービスが提供できる体制を整えて参ります。 

  

ｃ）その他 

 既存事業の規模拡大・成長及び新規事業の立ち上げのため、Ｍ＆Ａ戦略を積極的に推進して参りま

（３）中長期的な会社の経営戦略
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す。また、周辺事業、新規事業の育成をスピードアップさせるため、国内外を問わず、新たなパートナ

ーとの連携も積極的に模索して参ります。 

  

≪グループ各社の連携強化と当社グループ事業の新たな捉え方≫ 

 これまで、当社グループでは、「ＳＭＯ事業」と「その他の事業」とに事業分野を分け、グループ各

社がそれぞれの役割を担って事業を展開して参りました。今後は、グループ各社間の緊密な連携を図る

ことにより、こうした区分に加え、新たに事業横断的な視点から事業を捉えて戦略的な展開を図って参

る考えです。 

 具体的には、「治験支援事業」と「臨床研究支援事業」という新たな視点を追加し、グループ内にお

ける経営資源投入の最適化と効率化を図り、経営目標や長期経営ビジョンの実現を目指します。 

  

②サブ戦略：メイン戦略の実現をサポートする戦略 

ａ）人材戦略 

 企業ステージの変化にスムーズに対応するための強固な組織基盤の構築、優秀な人材の確保と育成を

 図ります。また、ワークライフバランスに配慮し、ダイバーシティ（多様性）を重視した諸制度を積

 極的に導入し、女性が活躍する組織を構築します。 

ｂ）ＩＴ戦略 

 ＩＴ基盤の強化により、業務の効率化や革新を図るとともに、ＩＴを活用した周辺事業、新規事業の

 創出を目指します。 

ｃ）管理・統制・統合（Management, Control & Integration）強化戦略 

 間接部門の戦略的機能強化のため、管理・統制に加え、戦略全体が機能するための統合を図る機能を

 持株会社に持たせ、経営目標の実現をサポートします。 

  

 当社グループの事業を取り巻く環境を踏まえ、中期経営計画及び長期ビジョンを実現するために、当

面、当社が対処すべき課題は、以下のとおりであると認識しております。 

  

①環境変化への適応力強化 

 事業規模拡大、人員増加等の企業ステージの変化や外部環境の変化に柔軟に対応できる組織体制を整

 えること。 

  

②コンプライアンスの徹底と品質の更なる向上 

 組織全体で、臨床試験に携わる企業としての倫理観や使命を再点検し、コンプライアンス（法令遵 

 守）を徹底するとともに、品質向上に積極的に取組むこと。 

  

③グループ会社間の連携強化 

 経営理念や長期経営ビジョン、新たな事業の捉え方についての理解を組織内に浸透させ、グループ会

 社間の連携を強化すること。 

  

（４）会社の対処すべき課題
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（関連当事者取引等の実施に対する基本方針） 

 関連当事者取引等については、当社グループの業務遂行上必要がある場合には、取引の合理性、取引

条件の妥当性等について客観的かつ公正に判断して意思決定を行い、取引を行う方針であります。 

  

（５）その他、会社の経営上重要な事項
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年７月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,039,534 943,703

受取手形及び売掛金 1,252,777 2,002,008

仕掛品 2,267,486 1,758,627

繰延税金資産 188,644 163,221

その他 165,814 237,788

貸倒引当金 △2,516 △2,501

流動資産合計 5,911,742 5,102,848

固定資産   

有形固定資産   

建物 145,042 138,527

減価償却累計額 △83,607 △92,028

建物（純額） 61,435 46,499

その他 181,588 142,665

減価償却累計額 △155,918 △126,289

その他（純額） 25,669 16,375

有形固定資産合計 87,104 62,875

無形固定資産   

のれん 1,446,678 1,345,543

その他 143,639 132,279

無形固定資産合計 1,590,317 1,477,823

投資その他の資産   

投資有価証券 96,503 589,100

繰延税金資産 142,561 44,512

破産更生債権等 198,231 －

その他 171,308 177,875

貸倒引当金 △198,231 －

投資その他の資産合計 410,372 811,487

固定資産合計 2,087,795 2,352,187

資産合計 7,999,538 7,455,035
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年７月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年７月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 47,297 25,072

短期借入金 16,891 66,891

未払法人税等 260,977 258,265

前受金 1,995,545 1,486,795

賞与引当金 91,305 134,141

受注損失引当金 141,959 195,886

債務保証損失引当金 316,482 －

その他 554,383 495,165

流動負債合計 3,424,842 2,662,218

固定負債   

長期借入金 83,048 66,157

その他 16,778 15,749

固定負債合計 99,827 81,907

負債合計 3,524,669 2,744,125

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,364,517 1,364,517

資本剰余金 1,658,366 2,018,271

利益剰余金 1,414,098 1,899,746

自己株式 △143,434 △746,306

株主資本合計 4,293,547 4,536,229

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △2,800 △10,839

その他の包括利益累計額合計 △2,800 △10,839

新株予約権 20,917 32,985

少数株主持分 163,203 152,533

純資産合計 4,474,868 4,710,909

負債純資産合計 7,999,538 7,455,035
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年８月１日 
 至 平成25年７月31日) 

売上高 6,196,733 6,765,228

売上原価 3,740,819 4,190,175

売上総利益 2,455,913 2,575,053

販売費及び一般管理費 1,324,807 1,433,789

営業利益 1,131,106 1,141,263

営業外収益   

受取利息 653 386

受取配当金 4,800 8,000

経営指導料 700 －

還付加算金 25 198

未払配当金除斥益 806 1,408

雑収入 46 875

営業外収益合計 7,031 10,869

営業外費用   

支払利息 1,105 1,395

自己株式取得費用 － 249

上場関連費用 － 37,223

障害者雇用納付金 1,450 1,800

雑損失 43 370

営業外費用合計 2,598 41,038

経常利益 1,135,539 1,111,095

特別利益   

関係会社株式売却益 － 2,896

医療機関支援関連損失戻入益 － 95,010

特別利益合計 － 97,906

特別損失   

固定資産売却損 － 245

固定資産除却損 1,967 2,724

事務所移転費用 7,944 12,751

医療機関支援関連損失 591,450 －

その他 1,081 －

特別損失合計 602,443 15,721

税金等調整前当期純利益 533,095 1,193,280

法人税、住民税及び事業税 480,051 452,818

法人税等調整額 △151,869 127,925

法人税等合計 328,181 580,744

少数株主損益調整前当期純利益 204,914 612,535

少数株主損失（△） △102,628 △10,669

当期純利益 307,542 623,205
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 連結包括利益計算書 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年８月１日 
 至 平成25年７月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 204,914 612,535

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,732 △8,039

その他の包括利益合計 △1,732 △8,039

包括利益 203,182 604,496

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 305,810 615,165

少数株主に係る包括利益 △102,628 △10,669
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（３）連結株主資本等変動計算書 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年８月１日 
 至 平成25年７月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 1,364,517 1,364,517

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,364,517 1,364,517

資本剰余金   

当期首残高 1,658,366 1,658,366

当期変動額   

自己株式の処分 － 359,905

当期変動額合計 － 359,905

当期末残高 1,658,366 2,018,271

利益剰余金   

当期首残高 1,242,004 1,414,098

当期変動額   

剰余金の配当 △135,448 △137,557

当期純利益 307,542 623,205

当期変動額合計 172,094 485,647

当期末残高 1,414,098 1,899,746

自己株式   

当期首残高 △143,434 △143,434

当期変動額   

自己株式の取得 － △837,217

自己株式の処分 － 234,346

当期変動額合計 － △602,871

当期末残高 △143,434 △746,306

株主資本合計   

当期首残高 4,121,453 4,293,547

当期変動額   

剰余金の配当 △135,448 △137,557

当期純利益 307,542 623,205

自己株式の取得 － △837,217

自己株式の処分 － 594,251

当期変動額合計 172,094 242,681

当期末残高 4,293,547 4,536,229

（株）綜合臨床ホールディングス（2399）　平成25年7月期　決算短信

15



(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年８月１日 
 至 平成25年７月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △1,068 △2,800

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,732 △8,039

当期変動額合計 △1,732 △8,039

当期末残高 △2,800 △10,839

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △1,068 △2,800

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,732 △8,039

当期変動額合計 △1,732 △8,039

当期末残高 △2,800 △10,839

新株予約権   

当期首残高 5,806 20,917

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15,110 12,068

当期変動額合計 15,110 12,068

当期末残高 20,917 32,985

少数株主持分   

当期首残高 267,963 163,203

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △104,760 △10,669

当期変動額合計 △104,760 △10,669

当期末残高 163,203 152,533

純資産合計   

当期首残高 4,394,155 4,474,868

当期変動額   

剰余金の配当 △135,448 △137,557

当期純利益 307,542 623,205

自己株式の取得 － △837,217

自己株式の処分 － 594,251

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △91,381 △6,640

当期変動額合計 80,712 236,040

当期末残高 4,474,868 4,710,909
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年８月１日 
 至 平成25年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 533,095 1,193,280

減価償却費 68,423 64,110

のれん償却額 101,134 101,134

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,007 △15

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,917 42,836

受注損失引当金の増減額（△は減少） △50,865 53,926

受取利息及び受取配当金 △5,453 △8,386

支払利息 1,105 1,395

医療機関支援関連損失戻入益 － △95,010

関係会社株式売却損益（△は益） － △2,896

固定資産売却損益（△は益） － 245

固定資産除却損 1,967 2,724

医療機関支援関連損失 591,450 －

売上債権の増減額（△は増加） △251,524 △749,231

たな卸資産の増減額（△は増加） 274,053 510,377

仕入債務の増減額（△は減少） 15,108 △22,224

未払消費税等の増減額（△は減少） 24,296 △5,138

前受金の増減額（△は減少） △285,967 △508,750

その他 △70,708 19,075

小計 954,027 597,455

利息及び配当金の受取額 5,173 8,387

利息の支払額 △1,105 △1,395

リース解約損の支払額 △1,072 △427

医療機関支援関連損失の支払額 △11,688 △289,676

法人税等の支払額 △504,709 △539,778

法人税等の還付額 7,524 9,959

営業活動によるキャッシュ・フロー 448,150 △215,475

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △20,780 △6,992

有形固定資産の売却による収入 495 100

無形固定資産の取得による支出 △37,021 △33,456

投資有価証券の取得による支出 － △509,192

投資有価証券の売却による収入 3,100 7,000

貸付金の回収による収入 150 100

敷金及び保証金の回収による収入 10,286 26,467

敷金及び保証金の差入による支出 △22,915 △12,767

その他 △3 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △66,690 △528,745
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年８月１日 
 至 平成25年７月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 50,000

長期借入金の返済による支出 △21,406 △16,891

自己株式の取得による支出 － △837,217

自己株式の処分による収入 － 572,400

ストックオプションの行使による収入 － 17,173

配当金の支払額 △134,675 △137,077

少数株主への配当金の支払額 △2,132 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △158,213 △351,612

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 223,246 △1,095,833

現金及び現金同等物の期首残高 1,803,891 2,027,138

現金及び現金同等物の期末残高 2,027,138 931,304
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該当事項はありません。 

（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)
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２ 持分法の適用に関する事項 

(1) 持分法を適用した関連会社の数 

  該当事項はありません。 

(2) 持分法非適用の関連会社の名称 

  該当事項はありません。 

  

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項 

  連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。 

  

４ 会計処理基準に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券  

関連会社株式  

 持分法非適用関連会社株式については、移動平均法による原価法 

  

その他有価証券 

 時価のあるもの 

 連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却

原価は移動平均法により算定） 

時価のないもの 

 移動平均法による原価法 

② たな卸資産  

仕掛品 

 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法により算

定） 

貯蔵品 

 最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法に

より算定） 

  

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１ 連結の範囲に関する事項 

  すべての子会社を連結しております。 

  連結子会社の数 

   ３社 

  連結子会社の名称 

   株式会社綜合臨床サイエンス 

   株式会社あすも臨床薬理研究所 

   株式会社綜合臨床メデフィ 
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 

定率法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

 建物      ３～18年 

 工具器具備品  ３～20年 

② 無形固定資産  

定額法を採用しております。 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法を

採用しております。 

  

(3) 重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金  

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金  

 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上しておりま

す。 

③ 受注損失引当金 

 受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末における受注契約に係る損失見込額

を計上しております。 

④ 債務保証損失引当金 

 債務保証に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末における債務保証に係る損失負担見

込額を計上しております。 

  

(4) 重要な収益及び費用の計上基準 

 売上高計上基準 

  ＳＭＯ事業収入及びその他の事業収入については、いずれも完成基準を適用しております。 

  

(5) のれんの償却方法及び償却期間 

 のれん勘定は20年で均等償却しております。 

  

(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

 手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能

であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資であります。 

  

(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

 消費税等の会計処理 

  消費税及び地方消費税の会計処理については、税抜方式によっております。 
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１ 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループを構成する単位のうち分離された財務情報が入手可

能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。 

 当社グループは、治験を実施する医療機関に対して、ＣＲＣ業務、ＩＲＢ事務局業務及び治験事務局

業務を提供するＳＭＯ事業を中心に事業展開しており、「ＳＭＯ事業」のみを報告セグメントとしてお

ります。また、報告セグメントに含まれない「その他の事業」は、主にＣＲＯ事業及び心理評価業務を

行っております。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

当社グループの報告セグメントは、「ＳＭＯ事業」のみであり、「その他の事業」の重要性が乏しい

ため、記載を省略しております。 

  

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自 平成23年８月１日 至 平成24年７月31日)及び当連結会計年度(自 平成24年

８月１日 至 平成25年７月31日) 

 当社グループの報告セグメントは、「ＳＭＯ事業」のみであり、「その他の事業」の重要性が乏しい

ため、記載を省略しております。 

  

４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事

項) 

前連結会計年度(自 平成23年８月１日 至 平成24年７月31日)及び当連結会計年度(自 平成24年

８月１日 至 平成25年７月31日) 

 当社グループの報告セグメントは、「ＳＭＯ事業」のみであり、「その他の事業」の重要性が乏しい

ため、記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

  

報告セグメントが１つであり、開示情報としての重要性が乏しいため記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)
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（注）１ 前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している 

     潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

   ２ 当社は、平成25年７月１日付で、１株を200株とする株式分割を行っております。１株当たり純資産 

     及び１株当たり当期純利益は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定を 

     しております。 

   ３ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は以下のとおりであります。 

 
  

該当事項はありません。 

(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度 

（自 平成23年８月１日 
  至 平成24年７月31日）

当連結会計年度 
（自 平成24年８月１日 

  至 平成25年７月31日）

１株当たり純資産額 205円91銭 233円66銭

１株当たり当期純利益 14円76銭 31円63銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 ― 30円80銭

項目
前連結会計年度 

（自 平成23年８月１日 
  至 平成24年７月31日）

当連結会計年度 
（自 平成24年８月１日 

  至 平成25年７月31日）

１株当たり当期純利益

(1) 当期純利益 (千円) 307,542 623,205

(2) 普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

(3) 普通株式に係る当期純利益 (千円) 307,542 623,205

(4) 普通株式の期中平均株式数 (株) 20,838,200 19,700,974

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

(1) 当期純利益調整額 (千円) ― ―

(2) 普通株式増加数 (株) ― 536,110

  （うち新株予約権(株)） ― (536,110)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調
整後１株当たり当期純利益の算定に含ま
れなかった潜在株式の概要

第５回 
平成22年10月21日定時株主総会決
議新株予約権（ストック・オプシ
ョン） 
新株予約権の付与数 2,500個 
（株式数 500,000株） 
  
第６回 
平成23年10月20日定時株主総会決
議新株予約権（ストック・オプシ
ョン） 
新株予約権の付与数 3,000個 
（株式数 600,000株） 
 

―

(重要な後発事象)
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成24年７月31日) 

当事業年度 
(平成25年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,458,588 646,863

売掛金 160,722 176,536

貯蔵品 574 330

前払費用 14,690 16,292

関係会社短期貸付金 － 360,000

繰延税金資産 55,684 6,368

未収入金 26,057 1,456

未収還付法人税等 2,903 91,130

その他 13,923 19,246

流動資産合計 1,733,145 1,318,225

固定資産   

有形固定資産   

建物 29,350 29,350

減価償却累計額 △11,508 △14,283

建物（純額） 17,842 15,067

工具、器具及び備品 62,282 60,549

減価償却累計額 △44,921 △49,128

工具、器具及び備品（純額） 17,360 11,420

有形固定資産合計 35,203 26,488

無形固定資産   

商標権 114 52

ソフトウエア 139,664 129,141

ソフトウエア仮勘定 － 328

その他 1,258 1,258

無形固定資産合計 141,036 130,780

投資その他の資産   

投資有価証券 － 589,100

関係会社株式 2,611,758 2,515,254

出資金 1,000 1,000

関係会社長期貸付金 － 60,000

長期前払費用 4,373 2,906

繰延税金資産 121,112 56,112

敷金及び保証金 56,593 56,593

破産更生債権等 91,776 －

その他 1,500 1,500

貸倒引当金 △91,776 －

投資その他の資産合計 2,796,337 3,282,467

固定資産合計 2,972,577 3,439,735

資産合計 4,705,722 4,757,961
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成24年７月31日) 

当事業年度 
(平成25年７月31日) 

負債の部   

流動負債   

未払金 95,096 49,951

未払費用 6,033 5,440

未払法人税等 27,608 3,583

預り金 5,808 5,242

賞与引当金 4,701 10,378

債務保証損失引当金 158,241 －

流動負債合計 297,489 74,597

固定負債   

その他 － 56

固定負債合計 － 56

負債合計 297,489 74,653

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,364,517 1,364,517

資本剰余金   

資本準備金 1,640,117 1,640,117

その他資本剰余金 18,248 378,154

資本剰余金合計 1,658,366 2,018,271

利益剰余金   

利益準備金 5,900 5,900

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 1,504,766 2,018,778

利益剰余金合計 1,510,666 2,024,678

自己株式 △143,434 △746,306

株主資本合計 4,390,115 4,661,161

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △2,800 △10,839

評価・換算差額等合計 △2,800 △10,839

新株予約権 20,917 32,985

純資産合計 4,408,233 4,683,308

負債純資産合計 4,705,722 4,757,961

（株）綜合臨床ホールディングス（2399）　平成25年7月期　決算短信

25



（２）損益計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年８月１日 
 至 平成25年７月31日) 

営業収益   

経営指導料 936,615 1,024,343

受取配当金 332,220 450,000

営業収益合計 1,268,835 1,474,343

営業費用 701,493 737,091

営業利益 567,341 737,251

営業外収益   

受取利息 532 1,219

受取配当金 4,800 8,000

還付加算金 15 5

未払配当金除斥益 806 1,408

雑収入 15 －

営業外収益合計 6,169 10,632

営業外費用   

支払利息 － 252

自己株式取得費用 － 249

上場関連費用 － 37,223

雑損失 41 64

営業外費用合計 41 37,789

経常利益 573,469 710,094

特別利益   

関係会社株式売却益 － 2,896

医療機関支援関連損失戻入益 － 66,618

特別利益合計 － 69,515

特別損失   

固定資産除却損 1,019 145

医療機関支援関連損失 318,081 －

特別損失合計 319,100 145

税引前当期純利益 254,368 779,464

法人税、住民税及び事業税 93,301 9,125

法人税等調整額 △107,687 118,769

法人税等合計 △14,385 127,894

当期純利益 268,754 651,569
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（３）株主資本等変動計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年８月１日 
 至 平成25年７月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 1,364,517 1,364,517

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,364,517 1,364,517

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 1,640,117 1,640,117

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,640,117 1,640,117

その他資本剰余金   

当期首残高 18,248 18,248

当期変動額   

自己株式の処分 － 359,905

当期変動額合計 － 359,905

当期末残高 18,248 378,154

資本剰余金合計   

当期首残高 1,658,366 1,658,366

当期変動額   

自己株式の処分 － 359,905

当期変動額合計 － 359,905

当期末残高 1,658,366 2,018,271

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 5,900 5,900

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,900 5,900

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金   

当期首残高 1,371,460 1,504,766

当期変動額   

剰余金の配当 △135,448 △137,557

当期純利益 268,754 651,569

当期変動額合計 133,306 514,011

当期末残高 1,504,766 2,018,778

利益剰余金合計   

当期首残高 1,377,360 1,510,666

当期変動額   

剰余金の配当 △135,448 △137,557

当期純利益 268,754 651,569

当期変動額合計 133,306 514,011

当期末残高 1,510,666 2,024,678
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年８月１日 
 至 平成25年７月31日) 

自己株式   

当期首残高 △143,434 △143,434

当期変動額   

自己株式の取得 － △837,217

自己株式の処分 － 234,346

当期変動額合計 － △602,871

当期末残高 △143,434 △746,306

株主資本合計   

当期首残高 4,256,809 4,390,115

当期変動額   

剰余金の配当 △135,448 △137,557

当期純利益 268,754 651,569

自己株式の取得 － △837,217

自己株式の処分 － 594,251

当期変動額合計 133,306 271,045

当期末残高 4,390,115 4,661,161

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △1,068 △2,800

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,732 △8,039

当期変動額合計 △1,732 △8,039

当期末残高 △2,800 △10,839

評価・換算差額等合計   

当期首残高 △1,068 △2,800

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,732 △8,039

当期変動額合計 △1,732 △8,039

当期末残高 △2,800 △10,839

新株予約権   

当期首残高 5,806 20,917

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15,110 12,068

当期変動額合計 15,110 12,068

当期末残高 20,917 32,985

純資産合計   

当期首残高 4,261,548 4,408,233

当期変動額   

剰余金の配当 △135,448 △137,557

当期純利益 268,754 651,569

自己株式の取得 － △837,217

自己株式の処分 － 594,251

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 13,378 4,028

当期変動額合計 146,685 275,074

当期末残高 4,408,233 4,683,308

（株）綜合臨床ホールディングス（2399）　平成25年7月期　決算短信

28



  

① 受注実績 

  当連結会計年度における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 (単位：千円) 

 
（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

② 販売実績 

  当連結会計年度における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 (単位：千円) 

 
（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

①代表者の異動 

該当事項はありません。 

  

②その他の役員の異動 

退任予定取締役（平成25年10月23日退任予定） 

  社外取締役  髙橋 久 

６．その他

（１）受注及び販売の状況

事業の種類別
セグメントの
名称

前連結会計年度 
（自 平成23年８月１日 

  至 平成24年７月31日）

当連結会計年度 
（自 平成24年８月１日 

  至 平成25年７月31日）

前年同期比 
(％)

受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高

ＳＭＯ事業 6,207,772 9,477,230 5,061,841 8,183,971 81.5 86.4

その他の事業 255,036 215,584 762,428 567,884 298.9 263.4

合 計 6,462,809 9,692,814 5,824,269 8,751,855 90.1 90.3

事業の種類別
セグメントの
名称

前連結会計年度 
（自 平成23年８月１日 

  至 平成24年７月31日）

当連結会計年度 
（自 平成24年８月１日 

  至 平成25年７月31日）
比較増減

金額 金額 金額
前年同期比 

(％)

ＳＭＯ事業 5,912,883 6,355,100 442,216 107.5

その他の事業 283,849 410,128 126,279 144.5

合 計 6,196,733 6,765,228 568,495 109.2

（２）役員の異動
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